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SARSコ ロナウイルスの安定性の検討
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序 文

重症急性呼吸器症候群(SARS)は2002年11

月に中国広東省において出現 し,2003年7月 まで

に29カ 国で8,000以 上の症例が報告 された.原 因

病原体 として新規 コロナウイルス(SARSコ ロナ

ウイルス,SARS-CoV)が 分離され,感 染経路は,

患者との密接 な接触での気道分泌物飛沫の暴露に

よるとされている.し か し,不 明な例 もあ りウイ

ルスを含む排泄物で汚染された環境か らの感染 も

考慮する必要がある1).本 研究では,感 染性 ウイル

スの環境中での安定性 を明らかにすることを目的

にした.

材料 と方法

SARS-CoV(HKU39849株)は,香 港大学Peiris

博士より国立感染症研究所に分与 されたもので,

VeroE6細 胞にてウイルス液を調製 した.ウ イル

スを細胞培養液中またはプラスチ ック片に塗布風

乾後,冷 蔵(4℃)お よび室温(20℃)に 保存 し,

残存する感染価をVeroE6細 胞 にて測定 した.一

部 の検体 につ いては,SARS-CoVのN遺 伝子 を

ターゲッ トに したリアルタイムPCRに よ り遺伝

子検出を行った.比 較のために,マ ウス肝炎ウイ

Fig. 1 Stability of SARS-CoV.
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ルス(MHV,JHM株)お よびブタ伝染性 胃腸炎 ウ

イルス(TGEV,f5株)に ついて も同様に生残性 を

測定 した.

成績 と考察

細胞培養液中のSARS-CoVは,冷 蔵での感染価

の低下はわずかで,室 温では徐々に低下 し21日 で

は検 出限界以下 となった.TGEVはSARS-CoV

とほぼ同等の安定性 を示 し,MHVは やや低い傾

向にあった(Fig.1a).同 じコロナウイルスに分類

されるウイルス間でも異なる安定性 を示す ことが

示 された.プ ラスチ ック表面では,冷 蔵で21日 ま

でに約100分 の1と な り,室温保存では14日 まで

に検出限界以下となった(Fig.1b).ウ イルスRNA

は感染価 の測定で きない検体で も検 出された.

SARS-CoVの 室温 での安定性 の結 果はRabenau

ら2)の報告 と同等 であった.定 性的 ではあ るが

Duanら3)も 本ウイルスが ヒ ト検体や環境 中で比

較 的強 い生残性 を示 す ことを報告 して い る.

SARS-CoVが 比較 的長期 に感染性 を保持 しうる

ことは,患 者材料や汚染 された可能性のある環境

や食品などを含め適切 な二次感染防止対策が必要

であることを支持 している.
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